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ーロンは熱やカプサイシンに反応する transient receptor potential cation channel 
subfamily V member 1 (TRPV1, 19.9%) や神経ペプチドの calcitonin gene-related 
peptide (CGRP, 28.4%)を含んでいた。また一部の感覚ニューロンは熱や機械的刺激を感知
する TRPV2 (12.0 ± 4.7 %)や神経ペプチド substance P (SP, 15.7%) 、そしてカルシウム結合
蛋白 secreted protein, acidic and rich in cysteine-like 1 (SPARCL1, 14.6%)を有していた。SP 
や TRPV2 を含む感覚ニューロンはそれぞれ小型と中型であった。一方、TRPV1 や CGRP
を含む感覚ニューロンは小型から中型であった。vesicular glutamate transporter 2 
(VGLUT2), parvalbumin, vasoactive intestinal polypeptide, tyrosine hydroxylase , 
neuropeptide Yを含むニューロンは稀か、或いは全く観察されなかった。ヒト外耳道では
皮膚での上皮下の神経線維が TRPV1,  TRPV2,  SP,  CGRP,  VGLUT2 を含んでいた。これ
ら以外の神経関連物質を含む神経線維は、ほとんど上皮に観察されなかった。 
 
以上の結果から、ヒト迷走神経上神経節における感覚ニューロンは外耳道からの侵害及
び機械的刺激に関する情報を伝達することが示唆された。これらのニューロンは神経原性
の炎症や外耳道刺激による咳反射に関与しているかもしれない。 
 
 
